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我々がこれまで開発を行ってきた培養型プレーナーパッチクランプ技術[1]は神経細胞ネットワ

ークのイオンチャネル電流記録によるハイスループットスクリーニング装置を実現する唯一の方

法と考える。神経変性疾患の多くはその初期異常がイオンチャネル電流に現れることを考慮する

とその実現への期待は大きい。単一チャンネル型のバイオセンサを用いて神経細胞ネットワーク

の自然発火によるチャネル電流測定に 近成功した[1]。ハイスループット実現には高集積化と多

チャンネル化が必須で 20ch の測定点を持つ素子の多チャンネル化をマイクロ流路とマイクロバ

ルブの技術を用いて進めた〔図 1〕。マイクロ流路は高密度マイクロ流路構造を有し、各チャンネ

ル間の電気的絶縁を可能とした。マイクロバルブは 4 ブロックに各 5ch の測定点を振り分け、こ

の 5ch のうちの 1ch をマイクロバルブにより切り替え選択する。Quake 等は同様な構造を持つバ

ルブシステムを提案している[2]が、鋳型をフォトリソグラフィーにより作製しているため構造の

自由度が二次元に制限される。それに対して我々は超精密機械加工技術を用いて鋳型を作製し、

三次元構造のシール性の高い流路構造を実現した。この構造を持った流路を用いる事でバルブの

ON-OFF 時のシール抵抗比が大きい理想的なバルブシステムを完成した〔図 2〕。講演では、装置

構造の詳細と、神経細胞ネットワークの機能計測結果などについて報告する。 

 [1] H.Uno et al, Sensors & Actuators, in press. 

[2] M. A. Unger et al, Science 288:113  (2000). 

 

Fig. 1  Biosensor device and control system        Fig. 2  In the case of valve operation 
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